
みんなのとしょかん 開館時間　午前１０時から午後6時まで
TEL：（921）4646／FAX：（921）4896

ヨ ム ヨ ム

市民
図書館

※金曜・土曜（祝日除く）は午後７時まで

あたらしくはいった本 令和７年８月 貸出開始資料から

図書館からのお知らせ

●そ の 他 の 本　あらすじと写真でわかる！はじめての歌舞伎(利根川裕／著)　とことんペンギン
(BIRDER編集部／編)　89歳名医のいきいき生活術(石川恭三／著)　じゃんじゃん使えるレモンづく
し(農文協／編)　ロバのクサツネと歩く日本(高田晃太郎／著)　平安貴族の日記を読む事典(倉本一
宏／著)　わたしを幸せにする0円生活(田村ゆに／著)　やさしい鉛筆デッサン(梁取文吾／監修)

●小説・エッセイなどの文学　翠雨の人(伊与原新／著)　マスカレード・ライフ(東野圭吾／著)　粒と
棘(新野剛志／著)　ダークネス(桐野夏生／著)　ニュースが消える日(堂場瞬一／著)　バンクハザード
にようこそ(中山七里／著)　独り言の多い博物館(標野凪／著)　赤ずきん、イソップ童話で死体と出会
う。(青柳碧人／著)　13月のカレンダー(宇佐美まこと／著)　文学は何の役に立つのか?(平野啓一郎／
著)　トラジェクトリー(グレゴリー・ケズナジャット／著）

利根川裕／著
『あらすじと写真でわかる！

はじめての歌舞伎』
（世界文化社）

BIRDER編集部／編
『とことんペンギン』
（文一総合出版）

伊予原新／著
『翠雨の人』
（新潮社刊）

としょかんカレンダー
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○印の日は、
お休みです。

｢ハロウィンおはなし会」を開催します 申し込み不要

日　時　10月18日㈯　午後3時～午後4時
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）4階多目的ホール
料　金　無料
内　容　ちょっぴり不思議なお話や愉快な人形劇で、一足早いハロウィンを楽しみましょう。仮装での参加も

大歓迎です。プログラム：地域文庫による人形劇「金のおの、銀のおの」やパネルシアター、軍手人形。
図書館司書による大型絵本「いろいろバス」など。

読書推進講座「防犯講座～犯罪の被害にあわないために～」を開催します
日　時　11月19日㈬　午前１０時～正午　　対象者　大人　　料　金　無料　　定員　25名
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）3階視聴覚室　　講　師　防犯専門官　林 弘美 氏
申込方法　図書館カウンター、電話 ☎（921）2101　　申込期間　10月1日㈬～定員になり次第終了
内　容　詐欺や空き巣などの犯罪は身近なところで起きています。特に年末年始はお金に関する被害が増える

時期でもあります。被害にあわないための対策や実際に遭遇してしまったときの対処方法を一緒に考
えてみませんか？

｢秋の朗読会」を開催します 申し込み不要

日　時　10月19日㈰　午後2時30分～午後4時　　対象者　大人　　料　金　無料
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）3階視聴覚室
内　容　「朗読紫苑の会」秋の朗読会を開催します。幸田文／著「濃紺」『台所のおと』より）、森絵都／著「家

族旅行」（『できない相談』より）ほか、秋の季節にちなむ短編小説やエッセイなどを取り上げる予定で
す。文芸作品を耳で味わうことで、読書の幅を広げてみませんか。気軽に参加してください。
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。
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７
６
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８
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４
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。
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８
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れ
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回
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。
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問い合わせ　 文化学習課　文化学習係　☎（９２１）２１０１
第46回太宰府市民文化祭を開催します
ステージでは楽器演奏やダンスなど幅広い年代の方が出演する発表会、館内では書や絵画など素敵な作品が
並びます。ぜひお越しください。詳細はホームページをご覧ください。

35014ページID

２日㈰
午前10時30分～午後4時／出演団体35組

３日(月・祝)
正午～午後３時30分／出演団体21組

ステージの部 ※終了時間は予定です。

昨年のステージの部の様子

昨年の展示の部の様子

その他 ４F多目的ホールにて
各種体験会（予定）

出展15団体
＜体験会＞
ミニ盆栽（有料・数量限定）
万葉かるた

展示の部

日　時　１１月2日㈰・3日（月・祝）　午前10時～午後4時 (予定)
場　所　プラム・カルコア太宰府（中央公民館）

プラム・カルコア太宰府（中央公民館）からのお知らせ

23 広報だざいふ 2025.10 （令和７年） 市ホームページアドレス　https://www.city.dazaifu.lg.jp/


